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今まで墓地について考えてこなかったが、このアンケートを通して考えるきっかけになりそう。
私の地域は高齢者が大半を占め、今後放置される墓地も出てくると思う。そうなったときに何も
知らないでは困るので家族と話す機会があれば話したい。 
いつも鳥取市民のために、御尽力いただきまして、ありがとうございます。今後ともよろしくお
願いいたします。 
死んだ後、自分を知らない人たちにまで大切にして欲しいとは思わない。散骨が可能ならそれが
いい。 
散骨についての知識を取得したい。鳥取市でのその世帯比率はどれくらいだろうか。 
ついつい日々の生活に追われてしまっているので、どんな方法があるのか、管理に困らないよう
にするにはどうしたら良いか考えてみなくてはと、思います。 
現在、墓については各家庭に任されていると思うが、田舎で敷地内に墓があるなら悩むこともな
いだろうけど、お寺に墓をしなければならない家は墓の選定から既に困る。法律上、遺骨をどの
くらいの期間家に置いておけるものかもわからない。永代供養もお金がかかり、合葬墓も、年寄
りには抵抗あるようだ。理想は、自宅または、あれば市の納骨堂などで一定期間遺骨を預かり、
両親とも亡くなってしまってから合葬すれば、何も問題がないのだが、そのようなやり方が大丈
夫なのかもわからない。死んでしまってからでは遅いので、市のほうでそういうことについて定
期的にアナウンスがあるといいと思う。 
非常に難しかったです。 
将来の墓地の在りかたなど考えると、若い人の負担を軽減するには、永代供養で日々の生活を過ごして
頂ければ良いと考えます。 
自分は樹木葬に興味があるが選択肢が少ないし情報も少ないなと思う。また、墓じまいなども、
どうすれば良いか、トラブルにならないかなど、なかなか話が進まない内容なので、もっと情報
やスムーズにお墓のことなどをみんなが考えられるような発信があると良い。 
大学で学んだことをいかせる就職先がないと、子供達は鳥取に帰ってこない。同じ職種の仕事先
があっても、条件面でそこそこでないと帰ってこない。子供がこの故郷に戻れば、お墓を持ち、
後を見てもらうこともかのうだが、帰らない気がする。その場合、お墓があると、子供の負担に
なる気がする。お墓が問題にならないためには、鳥取に色々な分野の就職先があることを望む。 
息子夫婦は横浜に住んでいて  家も建てて住んでいる。こちらに帰って来る気はない。お墓参り
も難しい。私は  お墓に主人と母と 3人で永代供養の有る墓地。撤去もなし。息子夫婦は自分達
で考えたら良いと思う。一緒に入っても良いしね。これからは夫婦単位で考える時代かな。どこ
にいても  手を合わせたら供養は出来る。 
お寺と市管理との区別がつかないです。どっちがどうなのか？ 
死後の手続きのことをよく知らないので、知りたい。身寄りがない場合、どうするのかや、火葬
や散骨の費用について。 
山を切り崩して、大規模に墓地造成をするよりも、安定した台地を墓地として整備して欲しいで
す。市営の合同墓や納骨堂を整備して、永代供養の受け皿をお願いします。 


